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写真 5 先進グループによる加工指導 

写真 4 「サメのたれ」試作の様子 写真 3  「サメのたれ」の原料のホシザメ 

漁協の調理場を借り、島の年配の女性に教わりながら、試作を繰り返した結果、自

信を持って販売できる品質のものを作ることができるようになった（写真 3、4）。し

かし、サメは歩留まりが非常に悪いことと漁獲が不安定なことから、生産量が限られ

てしまうことがわかった。また、包装資材や営業活動にも経費がかかることを考える

と、サメのたれだけでは継続して利益を確保する目途が立たなかった。 

 

②アカモクとの出会い 

「サメのたれ」以外の商品開発の必要

を感じていた時、自宅で観ていたテレビ

番組で「アカモク」という海藻が取り上

げられていた。その番組によると、一部

の地域で食用とされる「アカモク」が健

康食品として注目されているとのことだ

った。「アカモク」は、菅島では名前もな

く、食べる習慣もなかったが、春になる

と島の周辺に大量に生え、航行の邪魔に

なる海藻であることはすぐにわかった。

これを商品化できないかと考えたが、

加工法がわからなかったため、県の普

及指導員に相談したところ、鳥羽市内の他地区で既にアカモク加工に取り組んでいる

グループがあることを知った。そこで、彼らに指導をお願いしたところ、有難いこと

に加工に適した時期や必要な器具等についても教えていただくことができた（写真5）。

自分達の知識や加工技術を快く提供して下さった彼らに迷惑をかけないよう、アカモ

クの品質に関しては決して妥協しないことを心がけている。 

(3)PR 活動及び販路の開拓 

新たな取組を始めたものの、これまで漁獲物を市場に水揚げするだけだった私達に

は、どのように商品を売ればよいのか、全て一から勉強しなければならなかった。 
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写真 9 平成 28年 2 月三重県農山 

漁村の集い 

写真 8 平成 26年 8 月みえ・花しょう 

ぶサミット 

写真 6 鳥羽マルシェ外観 写真 7 鳥羽マルシェ店内の商品陳列 

最初は、漁協の紹介で漁協関連の直販施設「鳥羽マルシェ」に商品を置いてもらっ

た（写真 6、7）。他にも、様々な伝手を頼って慣れない営業活動を行ったが、簡単に

は扱ってもらえず、精神的にも金銭的にも厳しいスタートとなった。しかし、普及指

導員からの情報等を参考に、イベントや研修会に積極的に参加することで次第に人脈

も広がり、具体的な商談ができるようになっていった。また、商品の認知度向上のた

め、様々な機会をとらえては情報発信を心がけてきた（写真 8、9、表 1）。特に伊勢志

摩サミットの開催決定後は、この地域の注目度が高まった好機を逃さないよう、積極

的な情報発信に努めた。 









8 

 

例えば、私達のアカモク商品は、スタンドパックタイプの売り上げが特に好調だが、

これは、粘り気のあるアカモクを食卓で簡単に分量を調節しながら使えるよう、主婦

の目線でデザインした商品である（写真 17）。 

 

7. 今後の課題や計画と問題点 

 今後は、現在活動する中で感じている 3つの課題に取り組んでいきたい。１つ目は、

「商品力の向上」で、品質等の改善、改良とともに、新商品の開発、SNS や HP による

情報発信の充実を図りたい。2 つ目は、「事業拡大に伴う経営資源の見直し」である。

今後の安定的な事業継続のためには「人、設備」の再配分とともに更なる資金調達の

必要を感じており、具体策として法人化の検討を進めている。3つ目は、「水産資源の

持続的な利用」である。持続可能な適正量を漁獲し、自らが手を加えることで利益を

上げることを基本とし、菅島の財産である水産資源を次の世代に引き継いでいきたい。 


